
JNTO が昨年行った在留外国人の SNS 発信を促す取
り組みについて紹介する。

昨年 COVID-19 の収束が見通せない中、旅行関心層
は Virtual Trip 動画を楽しんでいた。一方「いつ日本
に行けるだろう」と実際の旅行を渇望する声も多く聞か
れた。JNTO も例年通り広告ができない中、関心を薄
れさせてはならないという危機意識があった。

そこで、在留外国人が日本の情報を発信すれば出身国
である海外の友人・家族らが目にし、「落ち着いたら日
本に行きたい」と思うのではないか、個人が繋がりある
人へ発信することを JNTO が促すというアプローチが
できるのでは、と考えた。

2 つの軸で取り組みを行った。1 つ目は、在留外国人
の方に SNS で「自分が好きな日本」を発信してもらう
#My Own Personal Japan キャンペーン。応募件数
2,500 以上の中から 10 作品を選んで賞品を提供した。
日本に住んでいて普段意識しなくなっていた日本の魅力
にあらためて気づいてもらいたいという狙いがあった
が、キャンペーン期間が終わってもこのハッシュタグを
付けた投稿数が増え続けていることから、まさにその
きっかけづくりができたと思われる。

2 つ目は、すでに継続的に日本の情報を SNS 発信し

ている方向けに、さらにスキルを向上してもらうための
人材育成。プロのインフルエンサーが講師となりオンラ
インで講座を行った。合計 36 名が、3 クラスに分かれ、
講座、作品制作、フォローアップ座談会を経験した。こ
れからインフルエンサーとして成長していく最初の足が
かりとなったのではないか。

観光情報発信において SNS はますます重要になってき
ている。これは発信される情報の「信頼性が高い」ためだ。
現在は、旅行先を調べるとき、SNS上でキーワード検索し、
その場所を実際に訪れた人のレビューを参考にする人が
多い。また、UGC（User Generated Contents）として、
日本をよく知る外国
人ならではの、日本
人にとっても知られ
ざる日本の魅力が
SNS から発見される
可能性もある。

今回を起点に、今
後も在留外国人の
方々の力をお借り
し、訪日促進に取り
組んでいきたい。
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